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「ふげん」原子炉施設保安規定変更認可申請に係る

審査会合でのコメントに対する対応方針

令和 3 年 12 月 7 日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

【概要】 

 令和 3 年 9 月 3 日、以下の理由により、保安規定の変更認可を申請

・専ら廃止措置に必要な主要装置として計画していたセメント混練固化装

置の詳細設計が完了し、廃止措置計画の変更認可申請を行うことから、

主要な仕様を性能維持施設の表に反映

・廃止措置計画において導入することとしている原子炉補機冷却系の代替

冷却装置の詳細設計が完了し、廃止措置計画の変更認可申請を行うこと

から、対象となる機器を性能維持施設の表に追記

・既存の空気圧縮機の経年劣化に伴い、ユニット型空気圧縮機を代替とし

て導入する廃止措置計画の変更認可申請を行うことから、性能維持施設

の表に追記

・環境監視に係る線量当量率等の測定に用いる放射線測定器において、

既存の測定装置の生産が終了したことから、これに代わる測定装置を放

射線計測器の表に反映

・規則名称等の変更を反映

 申請後の審査会合等でのコメントを受け、保安規定本文及び別表におけ

る記載の充足を図る。
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1.はじめに

令和 3 年 9 月 3 日に申請した原子炉施設保安規定変更認可申請書について、

令和 3 年 9 月 28 日の核燃料施設等の廃止措置計画に係る審査会合(以下「審査

会合」という。) 等におけるコメントに対して、記載充足を図る観点から以下のとおり

対応する。 

2.審査会合等における原子力規制庁からのコメントの観点

 保安規定別表に記載した事項について、本文への反映を含めた記載の充足に

ついて検討すること。

3.コメントに対する対応方針

審査会合等でのコメントに対して、以下のとおり対応する。 

(1)セメント混練固化装置について

・保安規定本文の「第７章 廃棄物管理」の第２９条（放射性固体廃棄物の処理及

び貯蔵管理）第１項第１号の濃縮廃液固化処理の記載において、セメント混練

固化装置の供用開始後は、本装置を用いて固化処理することを追加する。

・別表第４（廃止措置計画に基づく性能維持施設）に記載しているセメント混練固

化装置に要求される機能に「固化機能」を追加したことから、「固化機能」に係る

“機能維持の方法”及び“性能”について記載を充足する。

(2) 原子炉補機冷却系代替冷却装置及びユニット型空気圧縮機について

別表第４（廃止措置計画に基づく性能維持施設）に記載している原子炉補機冷

却系代替冷却装置及びユニット型空気圧縮機の導入に関しては、令和 3 年 9
月 3 日に申請した廃止措置計画変更認可申請書から取り下げることとしたことか

ら、同表における記載に関し、廃止措置計画との整合を図る。

4.添付資料

 審査会合等でのコメント対応案

-以上-
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1.本文第７章の充足に関する対応
セメント混練固化装置供用開始後の処理方法について、第７章（廃

棄物管理）第２９条第１項第１号の中で充足する。 

第７章 廃棄物管理 

（放射性固体廃棄物の処理及び貯蔵管理） 

第２９条  施設管理課長は，次の各号に掲げる放射性固体廃棄物について，それぞれの

種類・性状等に応じた処理及び貯蔵管理を行う。 

(1) 濃縮廃液は，濃縮廃液貯蔵タンクに貯蔵し，必要に応じてアスファルト固化装

置により固化処理してドラム缶詰めし，固体廃棄物貯蔵庫（以下「貯蔵庫」とい

う。）に貯蔵保管する。ただし,セメント混練固化装置を供用開始後は，貯蔵して

いる濃縮廃液を固化材との混練により固化処理してドラム缶詰めし，貯蔵庫に貯

蔵保管する。 

(2) フィルタスラッジは，フィルタスラッジ貯蔵タンクに貯蔵する。

(3) 粉末状の使用済イオン交換樹脂は，粉末廃樹脂貯蔵タンクに貯蔵する。

(4) 粒状の使用済イオン交換樹脂は，性状ごとに粒状廃樹脂貯蔵タンクに貯蔵する。

また，液体廃棄物の廃棄設備の脱塩装置等から発生する粒状の使用済イオン交換

樹脂については，必要に応じてドラム缶等（以下「容器」という。）に詰め，貯

蔵庫に貯蔵保管する。 

(5) 可燃性固体廃棄物は，雑固体廃棄物焼却設備により焼却減容して，焼却灰を容

器に詰め，貯蔵庫に貯蔵保管する。また，貯蔵庫に貯蔵保管している可燃性固体

廃棄物についても同様に実施する。 

(6) 不燃性固体廃棄物は，種類・性状等に応じて次の処理及び貯蔵保管等を行う。

ただし，「放射性物質として扱う必要のないものと推定されるもの」については，

第３１条に基づき管理する。 

イ 金属類については，仕分・切断等の処理を行い，必要に応じて除染処理，減容

処理を行い，容器に詰め，貯蔵庫及び別図第４に示す保管区域（以下「保管区域」

という。）に貯蔵保管する。 

ロ コンクリートについては，必要に応じて除染処理を行い，容器に詰め，貯蔵庫

及び保管区域に貯蔵保管する。

ハ 制御棒については，使用済燃料貯蔵プールの制御棒用貯蔵ラックに貯蔵する。

遮へいプラグについては，使用済燃料貯蔵プールの遮へいプラグ用貯蔵ラック

又は使用済燃料に影響を及ぼさないよう未収容の使用済燃料用貯蔵ラックに貯

蔵する。 

（第２項以降記載省略） 

2



2.別表第 4 の仕様等に関する対応
廃止措置計画表 6-1 との整合を図り、性能維持施設（別表第４）に

係る主要な仕様等の記載を一部見直す。 
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・
基

数
：
1
台

・
位

置
：
屋

外

・
種

類
：
N

aI
(T

l)
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ
ン

・
計

測
範

囲
：
1
0
～

1
0

5
 n

G
y
/
h

監
視

機
能

・
警

報
動

作
値

が
警

報
設

定
値

及
び

そ
の

誤
差

範
囲

内
で

発
生

し
，

警
報

が
正

常
に

動
作

す
る

こ
と

点
検

・
校

正
及

び
警

報
動

作
状

態
の

確

認
に

よ
り

機
能

を
維

持
す

る
1
年

に
1
回

各
建

屋
及

び
構

築
物

の
汚

染
の

除
去

工
事

完
了

ま
で

放
射

能
観

測
車

（
無

線
装

置
付

）
―

車
載

放
射

線
測

定
器

・
基

数
：
一

式
監

視
機

能
・
発

電
所

周
辺

地
域

の
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

を
行

え
る

こ
と

点
検

・
校

正
に

よ
り

機
能

を
維

持
す

る
1
年

に
1
回

使
用

済
燃

料
の

施
設

外
へ

の
搬

出
完

了
ま

で

原
子

炉
格

納
容

器
―

直
径

3
6
ｍ

,高
さ

6
4
ｍ

の
上

下
部

鏡
付

き
円

筒

型
鋼

板
製

・
基

数
：
１
基

･位
置

：
原

子
炉

建
屋

漏
え

い
防

止
機

能

遮
へ

い
機

能
外

観
点

検
に

よ
り

機
能

を
維

持
す

る
1
年

に
1
回

外
周

コ
ン

ク
リ
ー

ト
壁

―

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

・
基

数
：
1
基

・
位

置
：
原

子
炉

建
屋

漏
え

い
防

止
機

能

遮
へ

い
機

能
外

観
点

検
に

よ
り

機
能

を
維

持
す

る
1
年

に
1
回

重
水

系
重

水
貯

槽
―

重
水

貯
槽

・
基

数
：
2
基

・
位

置
：
原

子
炉

補
助

建
屋

内

・
種

類
：
横

置
円

筒
形

・
容

量
：
7
5
m

3
×

2
基

貯
蔵

機
能

貯
蔵

し
て

い
る

重
水

の
抜

出
完

了
ま

で

原
子

炉
補

機
冷

却
系

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
―

原
子

炉
補

機
冷

却
熱

交
換

器

・
基

数
：
1
基

・
位

置
：
原

子
炉

補
助

建
屋

内

・
種

類
：
横

置
円

筒
多

管
式

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ

・
基

数
：
1
台

・
位

置
：
原

子
炉

補
助

建
屋

内

・
種

類
：
横

置
両

吸
込

渦
巻

ポ
ン

プ

・
容

量
：
1
,2

4
8
ｍ

3
/
ｈ

除
熱

機
能

・
運

転
量

が
基

準
値

を
満

足
し

，
各

部
の

運

転
状

態
に

異
常

の
な

い
こ

と

系
統

の
運

転
状

態
の

確
認

に
よ

り
機

能

を
維

持
す

る
1
年

に
1
回

設
備

ご
と

の
代

替
冷

却
装

置
の

供
用

開
始

ま
で

（
蒸

発
濃

縮
装

置
濃

縮
器

復
水

器
，

中
央

制
御

室
換

気
系

チ
リ
ン

グ
ユ

ニ
ッ

ト
,床

ド
レ

ン
収

集
ポ

ン

プ
,廃

液
収

集
ポ

ン
プ

及
び

プ
ー

ル
水

冷
却

浄
化

系
循

環
ポ

ン
プ

が
該

当
）

原
子

炉
格

納
施

設

点
検

計
画

＊
1

屋
外

管
理

用
の

主
要

な

設
備

放
射

線
管

理
施

設

原
子

炉
建

屋
の

管
理

区
域

の
解

除
完

了
ま

で
（
原

子
炉

建
屋

解

体
に

準
ず

る
）

そ
の

他
原

子
炉

の

附
属

施
設

・
放

射
性

物
質

が
漏

え
い

す
る

よ
う
な

有
意

な
損

傷
が

な
い

状
態

で
あ

る
こ

と

・
放

射
線

障
害

の
防

止
に

影
響

す
る

よ
う
な

有
意

な
損

傷
が

な
い

状
態

で
あ

る
こ

と

設
備

（
建

屋
）
名

称

構
造

設
備

，
維

持
台

数
，

位
置

，
構

造
等

要
求

さ
れ

る
機

能
性

　
能

施
設

区
分

設
備

等
の

区
分

4



機
能

維
持

の
方

法
頻

度
維

持
す

べ
き

期
間

＊
2

非
常

用
電

源
設

備
蓄

電
池

所
内

用

蓄
電

池
 一

式

・
基

数
：
2
基

・
位

置
：
原

子
炉

補
助

建
屋

内

・
種

類
：
ク

ラ
ッ

ド
式

エ
ボ

ナ
イ

ト
槽

密
封

形

・
容

量
：
2
,5

0
0
A

H
(1

0
時

間
率

)

・
電

圧
：
1
1
5
V

電
源

供
給

機
能

・
交

流
電

源
喪

失
時

，
蓄

電
池

側
に

正
常

に

切
り

替
わ

る
こ

と

通
常

時
，

停
電

時
の

充
電

状
態

の
確

認

に
よ

り
機

能
を

維
持

す
る

1
年

に
1
回

各
建

屋
及

び
構

築
物

の
汚

染
の

除
去

工
事

完
了

ま
で

―
非

常
用

照
明

設
備

―

非
常

用
照

明

・
基

数
：
一

式

・
位

置
：
建

屋
全

域

照
明

機
能

・
商

業
電

源
が

喪
失

し
た

場
合

に
非

常
用

照

明
が

点
灯

で
き

る
状

態
で

あ
る

こ
と

通
常

状
態

の
確

認
に

よ
り

機
能

を
維

持

す
る

1
年

に
1
回

各
建

屋
及

び
構

築
物

解
体

工
事

着
手

ま
で

自
動

火
災

報
知

設
備

・
基

数
：
一

式

・
位

置
:建

屋
全

域

報
知

機
能

各
建

屋
及

び
構

築
物

解
体

工
事

着
手

ま
で

水
消

火
設

備

・
基

数
：
一

式

・
位

置
:建

屋
全

域

消
火

機
能

各
建

屋
及

び
構

築
物

解
体

工
事

着
手

ま
で

泡
消

火
設

備

・
基

数
：
一

式

・
位

置
:建

屋
全

域

消
火

機
能

軽
油

タ
ン

ク
の

供
用

が
終

了
す

る

ま
で

不
活

性
ガ

ス
消

火
設

備

（
炭

酸
ガ

ス
消

火
設

備
）

・
基

数
：
一

式

・
位

置
:建

屋
全

域

消
火

機
能

当
該

設
備

の
消

火
対

象
物

撤
去

完
了

ま
で

可
搬

式
消

火
器

・
基

数
:一

式

・
位

置
:建

屋
全

域

初
期

消
火

機
能

各
建

屋
及

び
構

築
物

解
体

工
事

着
手

ま
で

－

空
気

圧
縮

機

・
基

数
:一

式

・
位

置
：
タ

ー
ビ

ン
建

屋
内

・
容

量
：
1
1
.5

m
3
/
m

in

圧
縮

空
気

の
供

給
機

能

・
設

備
の

運
転

に
異

常
が

な
い

状
態

で
あ

る

こ
と

系
統

の
運

転
状

態
の

確
認

に
よ

り
機

能

を
維

持
す

る
1
年

に
1
回

ユ
ニ

ッ
ト
型

空
気

圧
縮

機
の

供
用

開
始

ま
で

－
ユ

ニ
ッ

ト
型

空
気

圧
縮

機

・
基

数
:一

式

圧
縮

空
気

の
供

給
機

能

・
設

備
の

運
転

に
異

常
が

な
い

状
態

で
あ

る

こ
と

系
統

の
運

転
状

態
の

確
認

に
よ

り
機

能

を
維

持
す

る
1
年

に
1
回

換
気

設
備

解
体

撤
去

工
事

着
手

ま
で

蒸
気

放
出

プ
ー

ル
－

蒸
気

放
出

プ
ー

ル

・
基

数
：
一

式

・
位

置
：
原

子
炉

建
屋

内

遮
へ

い
機

能
・
放

射
性

廃
棄

物
が

漏
え

い
し

難
い

構
造

で

あ
る

こ
と

外
観

点
検

に
よ

り
機

能
を

維
持

す
る

1
年

に
1
回

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
蒸

気
放

出
プ

ー
ル

か
ら

の
搬

出
完

了
ま

で

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

－

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

・
基

数
：
一

式

・
位

置
：
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

建
屋

内

遮
へ

い
機

能
・
放

射
性

廃
棄

物
が

漏
え

い
し

難
い

構
造

で

あ
る

こ
と

外
観

点
検

に
よ

り
機

能
を

維
持

す
る

1
年

に
1
回

放
射

性
固

体
廃

棄
物

の
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
か

ら
の

搬
出

完
了

ま
で

－
ク

レ
ー

ン
設

備
－

ク
レ

ー
ン

設
備

・
基

数
：
一

式
吊

上
げ

・
運

搬
機

能

・
装

置
の

運
転

状
態

に
異

常
の

な
い

こ
と

・
停

止
機

能
，

ブ
レ

ー
キ

が
正

常
に

動
作

す

る
こ

と

各
建

屋
及

び
構

築
物

の
汚

染
の

除
去

工
事

完
了

ま
で

施
設

区
分

設
備

等
の

区
分

設
備

（
建

屋
）
名

称
設

備
，

維
持

台
数

，
位

置
，

構
造

等
要

求
さ

れ
る

機
能

性
　

能
点

検
計

画
＊
1

消
防

法
に

基
づ

く
点

検
に

よ
り

機
能

を
維

持
す

る

労
働

安
全

衛
生

法
に

基
づ

く
点

検
に

よ
り

機
能

を
維

持
す

る

そ
の

他
原

子
炉

の

附
属

施
設

主
要

な
施

設

圧
縮

空
気

系
設

備

・
早

期
の

消
火

を
行

え
る

こ
と

―
消

火
設

備

発
電

所
補

助
系

設
備

固
体

廃
棄

物
の

保
管

設

備

5




